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要 旨

野外実験柵内で夏 ・冬3羽 ずつ成獣の トウホクノウサギを個別飼いして,摂 食量と排糞量(い

ずれも乾燥重)の 測定を行なった。餌は各季節に自生する植物(夏 季は野草,冬 季はササ ・樹木

の枝条)を 与えた。その結果,摂 食量は夏季に100g/日 程度,冬 季に100～200g/日 であった。野

生個体は冬季の餌が不足するために,摂 食量はもう少 し少ないと思われる。排出所要 日数を検討

したところ,野 草は0.5～2.5日,サ サ ・枝条は0.5～2日 となり,見 かけの消化率(水 分をのぞ

く)は 野草で31～53°°,サ サ ・枝条で8～29° °となった。実験期間をさらに長 くとれば,よ り正

確な数値が得られると考えている。

1.ま え が き

野生動物を人間生活と調和を保つように保護 ・管理することは,現 代に生 きる人類の使命の一

つであろう。この大きな目標を目ざして,野 生動物に関する幅広い生態学的諸研究が各国ですす

められている。筆者 らは無雪地域で,糞 粒数を利用 したノウサギの生息密度推定を行なっている

が,こ の方法で推定する場合には 「1日1羽 当りの排糞粒数(2)」 を知る必要がある。その第一

歩として飼育されているノウサギの排糞粒数を求めるための実験を行なったところ,摂 食量 ・排

糞量に関するいくつかの知見が得 られた。実験期間を長 くとれなかったので必ず しも満足すべき

結果 とはいえないが,今 後の諸研究に参考となることを願 って公表する。

なお,本 研究をすすめるにあたり,快 く場所と材料を提供され,ま た何かと援助くださった,

林業試験場東北支場佐藤邦彦保護部長,由 井正敏鳥獣室長,星 川陽吉 ・岩目地俊両研究員の各氏

に厚 く感謝いた します。

2.実 験 方 法

林業試験場東北支場で集団飼いされているトウホクノウサギ(い ずれも成獣)を,1976年6～

7月 と同年11～12月 に約1週 間各3羽 ずつ使って実験 した。1羽 ずつ20.6～39.4mzの 屋外実験

柵内で放 し飼いに して,毎 日消費する餌の種類と量,排 糞量の分布・総数・重量を記録 した。野生
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TablelFoodplantsandtheirwathercontent.

watercontent

エ ゾ タ ン ポ ポTaraxacumhondoense88.8%

フ キPetasitesjaponicus88.0

ミ ズPileahamaoi88.0

ツ ユ ク サCommelinacolnmunis88.0

シ ロ ツ メ ク サTrifoliumrepens87.1旨
書 シ ロ ザChenopodiumalbum81・5

舅 タチ オ ラン ダゲ ンゲTrifoliumhybridum'81.2N
ヨ モ ギ ーArtemislaprinceps79.9

オ オ バ コPiantagoasiatica79.0

オ オ マ ツ ヨ イ グ サOenotheraerythrosepara76.7 こ
ヒ メ ジ ョ オ ンErigeronannuus72.0

エ ン バ クAvenasatlva14.9

毒{1擁1・ …gs・MaluspumilaSasanipponic、86.353.119 .7

Xquotedfrompage5940fliterature1)

のノウサギの状態にできるだけ近づけるため,餌 は各季節に試験場周辺に生育 している植物を与

えるように努めた。ただ し餌内容の急変によって動物が衰弱 しないように,夏 季はエンバク(集

団飼いの時に与えていた飼料)と 各種の野草を併用 し,冬 季はしばらくリンゴ(集 団飼いの時の

飼料)で 新環境に慣 らしたあと,漸 次ササ ・樹木の枝条類のみに変えていった。なお,こ の実験

では摂食量 ・排糞量とも乾燥重で検討することにした。摂食量については,摂 食させずに放置し

た対照植物を用いて,残 された餌植物の水分含量を毎日補正した。さらに餌のサンプルを種類別

に生重測定 し,こ れを90°Cで2日 間乾燥後に乾重も測定して,種 類別含水率を求めた(Table1)。

3.摂 食 状 況

上記の値を使って算出した摂食量 ・m量(と もに乾燥重)お よび水分摂取量(餌 植物中の水

分 と,別 に与えた水 との合計値)の 日変化を示 したのが,Fig.1(夏 季)とFig.2(冬 季)で

ある(前 日や翌日の数値がぬけているものは,こ れらの期聞の平均値である)。夏季の場合,A

(♀)B(♀)C(a)3個 体とも摂食量には多少の日変動があるものの,い ずれも平均1009/日

程度とみなせる。水分摂取量はBが7月5日 一7日 に急増 し,Aも 同期間にやや増加 している。

Cも5日 一7日 に増加 しているが,全 期聞内の日変動が大きいので,A・Bと 同じ傾向とは断定

できない。AとBは ともに7月7日 朝出産したので,5日 一7日 の水分多摂取がこの生理的状態

と関連 しているのかもしれない。

冬期のD(?)E(♀)F(?)3個 体のうち,Eは26日 以後,Fは27日 以後餌が完全にササ ・枝

条のみになった(Dは26日 午前逃亡)。水分摂取量は餌の種類が変わった日を境にして,E・Fと

もi近 くにまで減少 した。摂食量はDを 含あて前半 は509程 度であり,29日 以後Eは3倍 増 しF

もやや増加 している。ササの消化率は リンゴの1程 度といわれ,(主 要成分の可溶性無窒素は リン

ゴ:85%,サ サ:39%,粗 繊維はリンゴ:65%,サ サ:40%,枝 条は不明(ゆ))等価の栄養を得 るた

めにより多量のササ ・枝条を摂食 したと説明できよう。 また,サ サの含水率はTable1の よう

に低いので,こ の期間は積雪か ら不足の水分を補っていたのではないかと考えている(冬 季の実



験 で は,水 は 凍 結 す るた め 与 え な か った)。 した が って,水 分 摂 取 量 は夏 ・冬 とも200～400g/日

で あ っ た よ うで あ る。

摂 食 量 の 場 合 は野 草 ・エ ンバ クを 餌 とす る時 約100g/日,リ ンゴの 時約50g/日,サ サ ・枝 条

の 時100～200g/日 と差 が 大 きい 。 野 草 ・エ ンバ ク ・ リンゴ の消 化 率 は主 成 分 で70～80%程 度 で

類 似 して い るの で,夏(ゆ)季の方 が動 物 の 活 動 が 激 しい た め に 栄養 摂 取 量 が多 く,こ の よ うに大 き な

値 に な った と思 わ れ る 。

な お,生 重摂 食 量 に よ る研 究 報 告 と して,金 網 籠 に よ り個 別 飼 い した エ ゾユ キ ウサ ギLepus

timidusainu(餌 は,ニ ンジ ン ・エ ンバ ク ・オ ー チ ャー ド)で は681～1170g/日,飼 育 場 で 集 団
2>

飼 い した エ ゾ ノ ウサ ギで は 平 均459g/日,実 験 用 濫 で 個 別飼 い した トウホ ク ノ ウサ ギ で は 夏 季

(餌 は草本)に400～500g/日,冬 季(餌 は樹 木)に 約200g/日(ゆ),と い った値 が発 表 さ れ て い る 。

今 回 は夏 季 に216～481g/日,冬 季 に80～412g/日 で あ った。

夏 季 の 実験 に使 用 した 野草 類 に対 す る,種 類 別 嗜 好 程 度 は次 の通 りで あ った 。

非常 に好 む シ ロツ メ ク サ ・タ チオ ラ ンダ ゲ ンゲ(ア ル サ イ ック ク ローバ)・ シロザ

デ ー タ が少 な いが か な り好 む ら しい ミズ ・ トウモ ロ コ シ(茎 ・葉)

割 合 に好 む エ ゾタ ンポ ポ ・ヨモ ギ ・オ オ バ コ

個 体 に よ り好 き嫌 いが あ る ヒメ ジ ョオ ン 。オ オ マ ッ ヨイ グ サ

ほ とん ど摂 食 しな い ミヤ コザ サ ・ッ ユ ク サ

サ サ は他 の 野 草 が あ れ ば ほ とん ど摂 食 しな いが,野 草 の な い 冬 季 は仕 方 な く摂 食 して い る も の

とみ られ る。
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4.排 糞 状 況

1)糞 粒 分 布6個 体 と もい ず れ の 日に も,大 部 分 の 糞 粒 は実 験 柵 の 特 定 の 周 辺部1

m以 内 で大 小 さ ま ざ ま な糞 塊 と して 排 出 され て い た 。 周 辺部 を のぞ いた 場 所 に も,総 粒 数 は 多 く

な い が単 粒 ま た は小 糞 塊(10粒 以 下 が 多 い)の 形 で ほ ぼ ラ ンダ ム に分 散 して い た 。 無雪 地 で は ほ

とん どの野 外 糞 粒 が,十 数 粒 ～ 数 十 粒 の 糞塊 と して発 見 され る こ と と異 な る点 に注 口 した い 。

2)1日1羽 当 り排 糞 粒 数Photo.1の よ うに 同一 個 体 の 糞 粒 の 中 に,小 糞 粒 が 多数

混 合 す る 日がC以 外 で み られ た 、,そこで小 糞 粒 の混 合 しなか った 日の み につ い て平 均値 を求 めて

み る と,以 下 の よ う に な った,

A4「{間 平均271.0粒(の)/目D3目 間 ・F均311.3粒/ti

B4%325.5E5%349.4

C8ク349.1F3〃365.7

他 の 調 査で 得 られ た 数 値 と比 較 して2割 ほ ど大 きい理 由 に は,集 団 飼 い か ら個別 飼 い に移 した

直 後 の実 験 で あ った こ とや,冬 季 実験 で は 途 中 で餌 の種 類 を 変 え た こ とな どが 考 え られ る

3)小 糞 粒 筆者 らは こ の よ う な小 糞 粒 を 野 外 で 発見 した こ とは な く,生 後1ケ 刀 程

度 の 飼 育幼 獣 の もの よ り も大 き い 。分 布 状 態 を み た と こ ろ,通 常 の糞 粒 と は別 に糞 塊 を 形 成 して

い た の で,両 者 が混 合 して排 出 され るの で はな い ら しい ま た,確 実 に ♂ とわ か ったC個 体 は小

糞 粒 を 排 出 しな か った の に対 して,他 の5個 体 は何 口か 連続 して小 糞 粒 を排 出 し,そ の 前後 は通

常 の 糞 粒 だ け で あ っ た 。特 に7月7日 に出 産 したB・Cで は,2日 か ら7日 朝 回 収 分 まで に の み

小 糞 粒 が み られ た 。 これ らの こ とか ら,小 糞 粒 は先 の水 分 多摂 取 と同 様 に ♀の 妊 娠 ・出 産 な ど生

理 的状 態 と何 か 関係 が あ るの で は な いか と思 わ れ る

4)排 糞 量 の 日変 動 先 のFig.1・2の 値 に は小 糞粒 も含 まれ て い る 夏 季のA・B

・Cで は摂 食 量 と同 様 な変 動 を 示 して い るが,や や 増 減 幅 が小 さ くま た必 ず 同 日の 摂 食 量よ り も

少 な い 。 これ に 対 して 冬 季 のD・E・Fで は時 の経 過 と と もに漸 増 し,同 日の 摂 食 瞳以 上 の 日 も

み られ る 。Eで は餌 が サ サ ・枝 条 に変 わ って 摂 食 量 が 急 増 した割 に は排 糞 量 の増 加 が 小 さい の に
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対 して,Fで は摂 食 量 ・排 糞 貴 と も同 様 に増 加 して い る。 この あ た りが 個 体差 で あ ろ うか 。

5.排 出 所 要 日 数 と 見 か け の 消 化 率

実 験 途 中 に餌 の種 類 を 変 え たE・F個 体 で は,糞 粒 の 形 状 も紡 錐 形 か ら 円形(球 を上 下 に押 さ

え た形)に 変 わ った(Photo.2)こ の 変 化 は 明 白 で,Eで は2711朝 回収 分 に わず か に混 合 し,

そ れ 以 後 完 全 に 円形 化 した 。Fで は30日 朝回 収 分 に÷ ほ ど混 合 し,以 後 完 全 に 円形 糞 とな っ た 。

この 糞粒 の形 状 が2種 の餌 と完 全 に対 応 す る と仮 定 す れ ば,排 出 所 要 口数(摂 食 した餌 が糞 と し

て 排 出 され るま で の 口数)は,リ ンゴ はEが1.5日 以 内,Fが3.5日 以 内,サ サ ・枝 条 はEが

0.5日 以L,Fが2。5目 以 上 に な る(た だ し,た とえ ば 摂 食 した 翌 朝 ま で に 排 出 され れ ば0.5日,

A々 朝 ま で な らば1 .5日 と数 え た)

次 にFig.1・2の 摂 食 肚 と排 糞 最 の値 を 使 って 以 ドの 検 討 を行 な った,Table2は 仮 定 され た

排 出所 要 日数 に応 じて 計 算 した,各 個 体 の 合 計 排 糞量(F)/合 計 摂 食 量(C)の 値 で あ る(見 か

けの 平 均 消 化 率 をdと す れ ばFC-1-dと な
s>所 要 ・撚 反 鋤 棚 ・で も長 い ウ シが3-

4日,単 胃 動物 で は これ以 下 と 考え られ るの で,Table2に は4.5日 まで を示 した)、

まずEとF・ では,瀬 ・数を … 肚 にする4ン1と な・て 理綱 に覇 す・ので・

Table2Ratioofdefecationtoconsumption.

daysfromeatingsummerwinter
-一 一 一 、

toexcretionABCDEF
-一 一 一一 一 一一

〇.5iO.58980.62950.47870.63380.74900.8306

].50.58930.64960.50750.65710.97770.8833

2.50.46920.69190.56230.58601.33341.0814

3.50.42940.84070.6137-1.32961.2282

4.50.48400.78600.4193-1.45781.4376
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・れ らの仮 定 を除 く・ 次 にA・B・Cで は・ 所 要 ・獅 ・a・ 日,4.・ 日 の場 合FCの 個 体差 が2

倍 近 くに まで 拡 大 して い る。 同 一 種 内 で は,消 化率 の年 齢 差 ・個 体 差 はわ ず か で あ る と言 わ れて

い るの で,こ れ らの仮(ヨラの)定も正 し くな い とみ な した 。残 りの各 仮 定 に基 づ い て,実 際 に得 られ た 日

々 の デ ー タをFig.3・4に 示 した 。 粗飼 料 で は摂 食 量 の 多 少 が 消 化率 に ほ とん ど影 響 しな い と さ

れてい・魂 それぞれFCが 図上の各点を代表 していると考えてよいのかどうかを ・・齪

Table3Probabilityofgoofchi-squaredistribution.

daysfromeatingsummerwinter**

一 一, 、
toexcretionABCDEF

-.一 「

0.50.50≪0.0010.001°.° °1(°.6338)*°.6°(°.8788)°.35(°.7437)一 ≪0 .001(0.7143)0.18(0.9482)
1

1.5<0.001<0.0010.05-(°.6571)一(1.1229)°.2°(°.8871} 一 ≪0 .001(0.9160)<!0.001(0.9229)

2.50.11<0.0010.32

; .1-一一一.「 一一一...一.一.一

*upperline:foodwasapples ,lowerline:foodwasbamboograssandtwigs
**()iseachratioofdefecationtoconsumption
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した結 果 がTable3で あ る。

夏 季 の場 合,2.5日 つ い で1.5日 とい う仮 定 が 各個 体 平 均 的 に確 率 が高 く,0.5日 も捨 て きれ な

い。 冬 季 の 場 合,Dは デ ー タ が少 な く判 定 不 能,Eは 餌 が リンゴ な らば0.5日 が よ く,サ サ ・枝

条 は と もに 不適,Fは 餌 が リンゴ な らば と も に可,サ サ ・枝条 は0.5日 が よ い 。

以 上 の よ うに デ ー タ数 が少 な い が,本 調 査 の 結 果 か ら排 出所 要 日数 は 野草 で は0.5～2.5日,リ

ン ゴで は0.5～1.5日,サ サ ・枝条 で は0.5～2.0日 と推 定 され た 。 この点 に 関 して は更 に詳 しい

調 査 が必 要 で あ ろ う。

見 か け の 靴 率 は上 述 の如 くd=・FCで 得 られ ・…bl・2・ ・よ り・ 騨 で は31-53%・ リ

ンゴ で は11～37%,サ サ ・枝 条 で は8～29%と な る 。 した が って 冬 季 の 餌 と な った サ サ ・枝 条 は

等 価 の栄 養 を 得 るた め に,野 草 の2倍 は摂 食 す る必 要 が あ る こ と に な り,今 回 の 実験 値 も この こ

と を反 映 して い る とい え よ う。 リンゴ摂 食 期 間 は,や や栄 養 不 足 だ った と考 え られ る 。

6.ま と あ

個 別 飼 い した トウ ホ ク ノ ウ サ ギ(成 獣)を,夏 ・冬 各 季 節 に 野生 餌 を与 え て摂 食 量 ・排 糞 量 を

測定 した結 果,以 下 の諸 点 が判 明 した 。

・摂 食 量(乾 燥 重):野 草 で は約100g/日 ,サ サ ・枝 条 で は100～200g/日 。

・水 分 摂 取 量:夏 季 は200～400g/日 ,冬 季 も積雪 か らの供 給 を含 めて 同 程 度 。

・排 糞 量:摂 食 植 物 の 種 類 ・量 によ り変 動 。

・1日1羽 当 り糞 排 粒 数:271 .0～365.7粒/日 。

・排 出 所 要 日数:野 草 は0 .5～2.55,サ サ ・枝 条 は0.5～2.0日 。

・見 か けの 消 化 率:野 草 は31～53%
,サ サ ・枝 条 は8～29%。
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Résumé

 To know the mean of pellet number per hare per day, three adult hares were separately 

raised in the open field enclosed with fences for about a week in summer, and different 

three adults were similarly in winter. The food given in summer was various kinds of 
natural grasses and pasturages, and in winter it was apples in the first half, bamboo grass 

and some twigs in the second half (Table  1)  . 

 The results were as  follows  ; 
 The mean of pellet number per hare per day was  271.0^-365. 7 pellets/day without very 

small ones. Amount of consumption was 60.  3-152. 7 g/day in summer,  30.  2--213. 4 g/day 

in winter, and amount of defecation was 33.  7-107. 0 g/day in summer, 22.  1-406. 9  g/day 
in winter respectively (Fig. 1, 2). It was presumed that the days from eating to excretion 

were  0.  5  5 days in case of various natural grasses and pasturages (Fig. 3),  O.  5-2.  0 

days in case of bamboo grass and twigs (Fig. 4).


